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（１）新型コロナウイルス感染症の流⾏とその影響�
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令和２（�
�
）年１⽉に新型コロナウイルス\]^�_`abcd,[efgh

て以降、感染者数の急激な増加に伴い、緊急事態宣⾔が発令される事態となりました。
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ることで、新型コロナウイルスの感染拡⼤を防ぐため、⼈々の⼤幅な⾏動変容を促す
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� � �例えば飲⾷店を対象とした営業規制、東京 �
�
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の開催延期及び令和３（�
�!）年の無観客開催を始め、スポーツ、⽂化等に係る様々

s�������z�⽌や開催⽅法の変更、感染拡⼤下における都道府県境をまた

ぐ不要不急の移動の⾃粛などの感染症対策が⾏われた結果、特に観光業及び飲⾷業
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が影響として表れており、昨今の少⼦⾼齢化の流れを加速させる懸念が⽣じていま
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� � �g�X�uÏ�センシャルワーク（医療福祉、流通、

⽣活衛⽣など、社会⽣活の維持に不可⽋な仕事）への注目の⾼まり、これまで進ん

でいた情報、産業、物流、⾦融等の様々な⾯でのグローバル化の軌道修正の動き、

世界的な財政⽀援の増加など、その影響は現在に留まらず、将来に渡っても強く⻑
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（２）⼈⼝減少及び少⼦⾼齢化の進⾏�
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ています。今後、⼈⼝減少及び少⼦⾼齢化は深刻さを増し、令和 "�x�
1
）年頃に

�u5m£�ÚÛ !2�万⼈まで減少するとともに、年少⼈⼝は !Õ121 Öm�5m£

の１割程度、⽣産年齢⼈⼝は 1Õ�-1 万⼈と総⼈⼝の半数程度まで落ち込む⼀⽅で、

5m£X��ÄÜÝb�Þ6�ß "�％にまで上昇する⾒込みです。�

� �
�� ������ �������	
�������������������� �!"#

$%�&'

	� 
�������� ()*�+,+,�- ./�01$23456789:;<=>?@A

BCDE���23456789:$;<FGHIJK�L$�M N$OP�QR�S

QTUV�WXYZ[$\]�^$_`%�abcd�efg��hij��g�kl

$%�&'



 

��

 

特に少⼦化の進⾏については、令和元（�
!2）年の
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Z%��%'u¬ë� !ì�1まで回復した合計特殊出⽣

率
�
も、ここ数年微減傾向にあります。�
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さらに、少⼦化の進⾏は、家族形態の変化をもたら
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る⼦育て世帯の孤⽴化や⼦ども同⼠の交流機会の減少など、⼦どもと家庭を取り巻く

問題は多様化しており、⼦どもの健やかな成⻑への影響が懸念されます。�
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したがって、国においては、若ZôLc�§lõt¦XYZ[�ö÷#È�¥�Ä

社会をつくり、「希望出⽣率 !ì�Í
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個⼈の⾃由な意思決定に基づくことに⼗分留意しながらも、未婚化・晩婚化や有配偶

出⽣率
�
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ルス感染症の流⾏により重要性を増している安⼼して⼦どもを⽣み育てられる環境

整備を始め、⻑期的な展望に⽴って、令和の時代にふさわしい総合的な少⼦化対策を
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あわせて、⾼齢化の進⾏は、介護・医療分野の負担

��加を招くとともに、公共交通不便地域においては、
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の増加による買物を始め、移動⼿段の不⾜等
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� � 特に⽣産年齢⼈⼝の減少は、サービスの提供や地域の

経済活動の⼤きな制約要因となる懸念があります。働き⼿が不⾜することで、経済
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�� ��� 夫婦とその結婚していない⼦どもだけの世帯、夫婦のみの世帯や⽗親⼜は⺟親と
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近年、豪⾬災害を始めとする⾃然災害が頻発し、かつ、激甚化しています。平成
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移り変わりつつあり、気象災害リスクは、その危険度を増しています。#
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!!）年の東⽇本⼤震災から !
年以上が経過しましたが、南海

トラフ地震、⾸都直下地震の発⽣確率は、"
年以内に -
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これまでも、住⺠の⽣命及び財産を守るため、地⽅⾃治体は、国と連携しつつ、防
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対策に取り組んできましたが、近年には、地震によりエリア
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⾏政区域を越えた広域的な課題として災害被害の最⼩化に備えていく必要がありま

��
�

�

� 犯罪に対しては、⼈々の防犯への意識が⾼まるとともに、防犯カメラの普及などの
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ウイルス感染症に関連した便乗詐欺の発⽣など、時代とともに、犯罪の⼿⼝は⾼度
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� 医療⾯では、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤期

において、重症者の急激な増加などにより、地域の医療

体制がひっ迫し、地域医療が崩壊しかねない事態に陥っ
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が勃発した際の地域の保健・医療分野における機能の継
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熱帯⾬林の減少（森林破壊）、野⽣⽣物種の減少、開発途上国の公害といった地球環

境問題が深刻化しています。化⽯燃料の⼤量消費による温室効果ガス排出量の増加、
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の流⾏は、森林減少な

ど⼟地利⽤の変化等に伴う⽣物多様性の損失や気候変動等の地球環境の変化が関係

しているとも⾔われており、⼈と⾃然がいかにして共⽣していくのかを今⼀度考え直
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ことによるワーク・ライフスタイルの変容は、家庭部門の電⼒消費量、データ通信量

や⼀般廃棄物の排出量が増加するなどの変化にもつながっており、その影響は、社会、
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地球環境問題の解決に向けては、今世紀後半に世界全体の温室効果ガス排出量を実
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⽤が令和２（�
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）年から本格的に始まり、我が国に

おいても、令和 "�x�
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）年までに、温室効果ガスの
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でいくことが⼤切です。�
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⽣産年齢⼈⼝の減少が続く中、社会を維持し、経済を活性化させるため、質の⾼い

¨B#©j�uªÆªú\�Øè#«Ä�¬ëXum�có+��ÜZ��#®¡

できるよう、ＩＣＴの導⼊及び利活⽤の積極的な推進がより⼀層求められています。�

あわせて、近年の情報技術の目覚ましい発展とともに、社会のデジタル化が次々と

実現しています。これにより、今まで実現可能性のみに留まっていた多種多様な技術
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また、新型コロナウイルス感染症の流⾏を契機として、ＭａａＳ
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、⾏政⼿続等の
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デジタル活⽤が進まなかった領域も含めた多くの分野
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等を通じて、産業の効率化や⾼付加価値化を図るととも�
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このように、ＩＣＴは、今や国⺠⽣活や経済活動の維持に必要不可⽋な技術となっ
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る「担い⼿」不⾜を解消するためにも、⼥性や⾼齢者の就

業率の⼀層の向上に向け、異なる就業形態間での公平な待
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さらに、地域社会の縮⼩や⾎縁・地縁の弱体化が進む⼀⽅で、医療技術の進歩、健

康意識の⾼まりから、健康寿命は延伸しています。「⼈⽣ !

年時代」
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（７）⾏財政改⾰の推進�
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新経済・財政再⽣計画に沿って着実に取組を進め、令和７（�
��）年度の国・地⽅
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⼀⽅、地⽅⾃治体においては、住⺠に最も⾝近な⾏政サービスを提供する基礎⾃治
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⼤震災を始め、経済や災害における様々な危機から住⺠の暮らしを守ってきました。�
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染症の影響により地⽅税等の⼤幅な減収が⾒込まれる⼀⽅で、感染症拡⼤への対応と

地域経済の活性化の両⽴などに対応しなければならないことから、今後は、持続可能

で安定的な地⽅財政の基盤の確⽴がより⼀層不可⽋となります。�
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の透明性や予⾒可能性を⾼め、財政のマネジメントを強

化する必要があります。特に⾼度経済成⻑期に集中して

整備された公共施設等については、中⻑期的な視点に基

づき、⻑寿命化や集約化・複合化などコストの縮減・平
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また、⼈々のライフスタイルの多様化や⽣活範囲の広域化に起因して、⾏政に求め
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ーション（ＤＸ）の推進により、地域社会のデジタル化と併せて、住⺠の⽣活機能の

確保、持続可能な都市構造への転換、都市・地域のスマート化の実現など、⾏政が担
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で、「誰⼀⼈取り残さない」効率的かつ効果的な⾏政運営が求められています。�
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サービスの⾦額の総和）に対する債務残⾼の⽐率のこと。分⼦に債務残⾼、分⺟に ���

をとって算出され、経済成⻑によって改善する指標となる。�
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本市は、東に我が国第⼆の広さを誇る霞ヶ浦、⻄に万葉の世から名峰と謳われた筑

波⼭を臨む、⽔と緑に恵まれた歴史と伝統のある茨城県南部の中核都市です。江⼾期

には、霞ヶ浦湖畔に築かれた城下町として、また、⽔⼾街道の陸上交通、霞ヶ浦を経

由した⽔上交通の要地として成⻑を続け、⽔⼾に次ぐ常陸国第⼆の都市として繁栄し
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éêðñ¥�â初に市制を施⾏しました。その後、平成 !�x�

�）年２⽉１⽇には

新治村と合併し、令和２（�
�
）年には、市制施⾏ �
 周年という⼤きな節目を迎
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となり、筑波研究学園都市に隣接するなど、地理的条件に恵まれています。�
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�

また、市南⻄から北東に向かって、常磐⾃動⾞道、国道６号及びＪＲ常磐線の基幹

的な交通網が並⾏して整備されており、市内には、常磐⾃動⾞道⼟浦北ＩＣ及び桜⼟

浦ＩＣ（市境）並びにＪＲ⼟浦駅、荒川沖駅及び神⽴駅が整備されています。�
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地勢は、筑波⼭麓を市の北端に持ち、霞ヶ浦に向かって市北⻄から中⼼部に桜川等

の河川が流れ、低平地を形成するとともに、河岸段丘・台地部も多く⾒られます。市
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本市には、霞ヶ浦はもとより、河川、⽔路、ため池など、多様な⽔辺に恵まれてお
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も懸念されています。また、内陸の⾥⼭など、市内には⽐較的良好な樹林地が残り、

uvvu�FFwj&�った森林性の⿃類なども確認されています。�
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������	
������ �������）年をピークに緩やかに減少傾向にあ

りましたが、令和２（����）年には、増加に転じており、現在 �� 万⼈程度で推移

�������

�

年齢３階級別⼈⼝では、年少⼈⼝は、減少傾向にあります。平成������）年か

� ��年で、⼈⼝数では約 �� 	��!"��#$ %&�������

また、⽣産年齢⼈⼝は、平成７（���'）年までは増加傾向にあったものの、平成

�������）年以降は減少に転じました。⼈⼝割合においても、平成７（���'）年の

(�)�％から減少に転じ、令和 ������）年には '�)* +#�� %&�������

�

⼀⽅、⽼年⼈⼝は、増加傾向にあります。⼈⼝数は、平成 �������）年には年少

��,-./	��������）年から �� 年で約３倍となっています。⼈⼝割合で

�	�� �������）年には ��)� + �� ,01	���	02345
�
678�

��9�令和 ������:年には ��)� +;/	��������）年から �� 年で約

��％も増加しており、現在は、全市⺠の約３割が⾼齢者となっています。�
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�	�� ������*）年には死亡数が出⽣数を上回り、⾃然減が進⾏し
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bc	45>?
�
�	�� �������）年に転出数が転⼊数を上回り、その後⼀部

の年を除き、この傾向が継続していたものの、近年は回復基調が⾒られるところです。�
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次に、本市と他の⾃治体との間の社会移動の状況を⾒ると、令和２（����）年は、

県北に位置する⽇⽴市や本市の北東側の近隣⾃治体である⽯岡市、かすみがうら市か

らの転⼊数が多い⼀⽅で、本市の南⻄側の近隣⾃治体であるつくば市、阿⾒町や⽜久

市、また、県外では千葉県への転出数が多くなっており、本市を中⼼にして、北から

⼈が流れ込み、南へ⼈が出ていく⼈⼝移動の状況が⾒て取れます。�
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社会移動について、年齢階層別に⾒ると、�� �����	
��������

��歳代後半以降は主に転勤などの仕事の都合及び結婚、出産や住宅購⼊などの⼤き

�������������� !"#$%&'��()

)

ここで、本市の年齢（* 歳階級）別の転⼊・転出者の状況を⾒ると、�〜+ �� *

〜, ��� #-�*〜, �� .�〜.+ ��� #-��*〜�, �� /�〜/+ ���

るとき、また、それ以降の世代についても、*� ��"0��	
�1234"56

が続いており、こうした傾向が少⼦⾼齢化に拍⾞をかけていると推測されます。)
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令和 �7����）年の県内外の年齢（*歳階級）別の社会移動の状況を⾒ると、.�

��89 :* 歳以上の年齢階層において、転⼊超過となっています。.� ��
�;

<=>"?@ABC"1D�EF�G'
�H?�IJ� KL"M"NOPQR

の進学を機に本市へ住む学⽣が多い等の理由が想定されます。:*歳以上の年齢階層

においては、東京圏からの転⼊が多く、定年等による退職を機に、Ｉターンする等の

理由で本市へ転⼊することが多いなどの理由が想定されます。)

)

ST�,��	89 /�歳代の年齢階層においては転出超過となっており、出産を

機に世帯単位で転出する⼈が多いなどの理由が想定され、つくば市や阿⾒町などの県

>"M?@A89UVWR"12�EF�XYZ��()

)

�[���歳代前半の年齢階層においては、全体を⾒ると : \"1234#�XY

Z����12]" , ^_`�UVWR12aYbc�Kde�a�UVW>R

の企業の就職を機に転出することが多い等の理由が想定されます。)
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�������������������������〜��％程度

の⼈⼝減少となっており、北部の新治地区、都和中地区や南部の六中地区ではより⼤

きな減少となっています。また、神⽴駅の⽴地する五中地区や隣接する⼆中地区、荒

川沖駅の⽴地する三中地区は増加傾向にあるなど、地区ごとにばらつきが⾒られます。�
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また、地区ごとの⾼齢化率を⾒た場合、新治地区は /fg/h	i!jF�kZY�

六中地区が⾼くなっています。⼀⽅、五中地区が �*g�h#i!lZG#BC�\m

減少率が⾼い地区ほど⾼齢化率が⾼くなる傾向があります。)
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 :gu万⼈程度、

o�\m
 fgf万⼈程度で、就従⽐は１を上回り、周辺地域から市内に就業者を呼
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については、本市は、通勤や通学によって昼間に流⼊する⼈⼝が多い

ことから、昼夜間⼈⼝⽐率
�

�}~ *�7.,f*）年以降⼀貫して .��hd3�YZ

��()
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また、隣接 * 市町の直近の昼夜間⼈⼝⽐率については、つくば市が .�fg:h��

�?� u+g,h���?� ,.g:h�B����C?� u*g*％、阿⾒町が ,/g/h#�X
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 .�,g,％と⾼い⽐率を⽰していることから、本市が
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市への通勤・通学元はつくば市、かすみがうら市等の近隣⾃治体が多くなっています。�
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産業別の売上⾼を⾒ると、卸売・⼩売業が全体の +�h��y�� �*hd���G

れらは県平均を上回ることから、商業・⼯業に強さが⾒られます。)
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また、周辺⾃治体と⽐較した場合、年間商品販売額は、つくば市に次いで⾼く、平

� �+7��.�）年にいったん下がったものの、回復基調にあります。)

)

�y�2���
��� �u7��.:）年に下がったものの、その後同程度の値で推
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)

���2�
��� �u7��.:）年をピークに減少を続けており、令和元（��., 

年には、⽜久市に次いで２番目に低い値となり、農家数等は平成 ��7��.�）年をピ
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H?	
�4¦�
�§� �u7.u,*）年の霞ヶ浦付近の地震と⼤正 .�7.,�/ 

年の関東⼤震災で市域に⼤きな被害が記録されています。また、平成 �/7��.. 

年の東⽇本⼤震災においても、市域全体で被害が発⽣しました。)

)
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)

昭和以降に発⽣した風⽔害では、昭和 ./7.,/u）年６⽉〜７⽉の梅⾬前線、昭

~ .:7.,+.）年の台風８号、昭和 /:7.,:.）年 : ¾"¿À�Á�½ Â©	�

数百〜数千⼾の浸⽔被害が発⽣しました。また、昭和 :.7.,u:）年８⽉の温帯低
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)

地形的には、本市中⼼部を流れる桜川や霞ヶ浦周辺では、洪⽔の危険性が指摘さ

れており、河⼝付近では３ｍ未満の地域が多いものの、より内陸側では最⼤ .�Ç
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市内の３つの鉄道駅の乗⾞⼈員数は、⼟浦駅は、始発駅となっているだけでなく、

広域間を連絡する特急停⾞駅となっていることもあり、乗⾞⼈員数が他の駅より多

������	
���� �������）年から令和元（����）年までの間にお

いて、神⽴駅は乗⾞⼈員数を⽐較的維持しているのに対して、⼟浦駅及び荒川沖駅

は⼤きく減少し、近年は下げ⽌まりつつありましたが、令和２（����）年は、新

���������� !��"#!$%&�'()#*+,-.���	
�

�

バス利⽤者数は、最も利⽤者数の多い関東鉄道バスは、平成 �/�����）年を底に

01+23�)!!���4�����）年から再び減少に転じています。また、ＪＲ

5�6�� �������）年から令和元（����）年の間で、利⽤者数が約６割減少

しています。令和２（����）年は、鉄道駅の乗⾞⼈員数と同様に7�������
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いることから、今後も、利⽤者数の減少が継続することが危惧されます。�
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本市の観光⼊込客数は、全国屈指の知名度を誇る「⼟浦全国花⽕競技⼤会」への来

訪者が最も多くを占めています。また、近年は、約 ��� abcde �f� ab&gh

していましたが、令和２（����）年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤の

$%&�ijklmnopq#rs)tu+�v�w+x9�e4�万⼈、対前年度⽐
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ＪＲ東⽇本及び本市が整備を⾏った「りんりんスクエア⼟浦」が、平成 /�������

年/⽉にはつくば霞ヶ浦りんりんロード、川⼝運動公園に隣接して、本市が整備を⾏っ

た「りんりんポート⼟浦」がそれぞれ開業するなど、⾃転⾞利⽤環境の整備が着実に
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また、令和元（����）年 �� ���	
��������������	���
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の⼀環として、本市の充実した⾃転⾞利⽤環境の活⽤による更なる交流⼈⼝の拡⼤が

⾒込まれるところです。2
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���� 市⺠意⾒の取りまとめ�
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（１）⼟浦市⺠満⾜度調査�

� � �

¡¢&6�¥¦§¨+©ª�«�¬+D���y年に⼀度、市⺠の意向を把握するために市

⺠満⾜度調査を実施しています。以下に令和������）年度に実施した調査の結果を⽰します。�
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「ある程度もっている」が

y�·/z&�¦º»� �4·�z?

���89�¼½! ��·�z?

¾¿.�/·4À�R�Ç���

���	
�

jk¢!±´ÈÉ+D��6�

i±´x�s\ ��·�z�iw¸

dc?�¹�±´x�s\

/�·�z&�¦º»� y�·�z?

���89�¼½! ��·�z?

¾¿.����·y À�R�01

.���	
�

ÊËGÌ � � ¢�Í±!Î �4ÏÐÑ!|�

ÊËÒÓ� � � � �令和２年 �� � ��⽇（⽕）〜�� � ��⽇（⾦）�

ÊËGÌ �� yÔ��� b�

½ÕÖ� � � � �Ô/f�⼈（回収率 �4·�z� Ö½Õ6�×ØÙ6ÚÛÜ½Ý+xv
��



�P�
 

 

◆⼟浦市の施策の満⾜度・重要度について� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � ��項目の各種施策ごとに「現在の満⾜度」と「今後の重要度」を５段階で評価しても
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要である）を４ポイント、どちらともいえないを３ポイント、やや不満である（あまり重要で

ない）を２ポイント、不満である（重要ではない）を１ポイントとして、それぞれのポイント

�� !�"#�$�%&�� '!�()�*+,-./

満⾜度・重要度共に⾼いのは、「休⽇・夜間などの救急医療体制」、「消防・救急の整備」

といった医療系の項目や「⼩中学校施設や教育内容の充実」、「幼稚園など幼児教育の充

"#
�$�%&'�()
*$+�� �!

!

⼀⽅で、全地域及び全世代で共通して、重要度が⾼い反⾯、満⾜度が低いのは、「駅前

など中⼼市街地のまちづくり」、「バス路線や鉄道などの公共交通網」、「バリアフリーに

よる施設や道路の整備」、「公園、⼦どもの遊び場などの整備」といった、まちづくりの
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【⾃由意⾒まとめ】�
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�� 市⺠サービスで「もう少し○○なら利⽤しやすくなる、利⽤したい」と思ったこと� �
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・バス路線の拡⼤や便数の増加�

→限られたバス路線しかなく、利⽤する機会がないため拡充してほしい。もう少し� �

便数を増やしてほしい。最終時刻が早すぎるため、増便してほしい。�

� ・駐⾞場の利便性�

→市役所（ウララ）を利⽤する際の⽴体駐⾞場が狭く駐⾞しづらいため不便である。

平地に作ってほしい。市営駐⾞場の料⾦をもっと安くしてほしい。�
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→運⾏間隔が空きすぎて使いづらい。地区の隅々までカバーしてほしい。�

� ・ゴミ袋の料⾦�
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（２）まちづくりの提案に関する意⾒募集�
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本市では、市政やこの総合計画の策定に向け、市⺠との協働のまちづくりの⼀環とし

て、御意⾒や御提案、地区の課題等をお聞きする意⾒募集を実施しています。以下に令

�������）年度に実施した調査の結果を⽰します。�
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� � ・公⺠館等での講座が充実している。�
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� ・⻲城公園を中⼼として城下町の歴史を感じる。�
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� ・都内や空港へのアクセスが便利である。�
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�� 市⺠サービスで「もう少し○○なら利⽤しやすくなる、利⽤したい」と思ったこと� � �
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【意⾒抜粋】�

・広報紙の配布⽅法や発⾏回数の⾒直し�

→⾃治会委託以外での配布⽅法を検討してほしい。委託、郵便、メール配信などは

どうか。また、発⾏回数も⽉ � ½&��!&6��c
�

・公⺠館等の講座の増設�

→各種講座（公⺠館、交流センター）内で英会話（観光ボランティア通訳にチャレ
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で⾏ける施設を増やしてほしい。�

・⽣ゴミ処理の購⼊助成�

� � � � →⾃宅で⽣ゴミ処理ができる「キエーロ」に助成⾦を出してほしい。コンポスト

より使いやすく、⾒た目もいいので、利⽤者が増え、ゴミの削減につながると
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・⼟浦駅に北改札⼝を新設�

� � � � →ＪＲとの協⼒で、⼟浦駅ホームの最北端に北⼝を作ってはどうか。北⼝を作る
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=>GÌ � � 市内に居住し、⼜は通勤し、若しくは通学している⽅及び市内に事務

所などのある個⼈⼜は法⼈若しくは団体の⽅�
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（１）新型コロナウイルス感染症収束後の新たな社会を⾒据えた対応�
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新型コロナウイルス感染症の影響は、流⾏と収束を繰り返しながらも数年の間続く
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と⼈との交流の機会は著しく減少していることから、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化とあい

まって、今後、地域社会全体の活⼒が⼤きく低下していくことが危惧されます。�

�

⼀⽅で、医療分野や企業活動を始め、⽇常における
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ブ会議を始め、⼈と⼈との交流が制限されたabò&
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多様な働き⽅・ライフスタイルを享受できるとともに、年齢、性別、⼈種や存在する
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きるとの認識が拡⼤しています。これにより、⼈々の考え⽅も、都会へのアクセスを
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地⽅への移住の関⼼が⾼まっています。本市の⼈⼝も、令和２（����）年の国勢調
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両⽴するとともに、あらゆる⾏政分野において、未来技術の利便性を享受しつつも、

b?b?!Èの絆を⼤切にするバランスの取れた施策を構築していくことが求めら
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本市では、超⾼齢社会に突⼊している⼀⽅で、少⼦化が進⾏しており、死亡数が出
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は個⼈の⾃由な意思決定に基づくことに⼗分留意しながら、若
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時代のニーズに的確に対応した魅⼒ある⼦育て環境の更なる
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今後、社会環境がどのように変化しても、⼼⾝共に健やかに成⻑できるよう、地域全
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望を切り開く第⼀歩となります。�
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⽀える⽣産年齢⼈⼝の相対的な減少を意味します。こ

こで、社会移動の状況を⾒た場合、本市では、⼦育て

世帯の近隣⾃治体への転出超過と併せて、東京圏から
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停滞させないためにも、⽣産年齢⼈⼝だけに頼らずと
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本市は、これまで、市⺠との協働によるまちづくりを進め、⼀°!�¶�Ñ���

ます。今後は、こうした従来の市⺠協働の取組の強化に加え、まちづくりを学ぶ機会

の提供等による担い⼿づくりを進めるとともに、地域⼒の向上に向けた市⺠団体等の

⾃発的・⾃律的な活動を促進することで、地域のつながりや触れ合いを活性化させ、

持続可能な地域コミュニティを確⽴することが重要となります。�
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� �/�����）年 /⽉に発⽣した東⽇本⼤震災、また、近年の各地での激甚化・

頻発化する豪⾬災害など、私たちの⽣活を脅かす災害の脅威が目に⾒えて⾼まってい
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市⺠満⾜度調査の結果を⾒ると、本市は災害が少ない⾯が評価されていますが、過

去には⼤きな災害も経験しており、地形的に⾒た場合、桜川流域及び⼟浦駅周辺の中
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でと異なる取組も必要になってきます。さらに、新型コロナウイルス感染症等の感染
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取組も不可⽋となります。�
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境破壊の進⾏による気候変動が⼤きく影響している
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あわせて、⽣態系を守り、市⺠が快適に⽣活していくためにも、⾥⼭や筑波⼭麓の

豊かな⼭林などの緑の保全や霞ヶ浦や河川の⽔質改善を始め、⾝近な環境問題に関す
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社会移動の状況を⾒た場合、��歳代前半の年齢階層においては、特に東京圏への
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た若者が将来も⼟浦に住み続けたい、あるいは、⼟浦から転出した若者がライフステ
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いつつあった中⼼市街地は、近年、市役所や図書館の
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に向けて動き始めたところです。市⺠満⾜度調査の結
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「バス路線や鉄道などの公共交通網」、「バリアフリー

による施設や道路の整備」、「公園、⼦どもの遊び場などの整備」といったまちづくり

の項目において、市⺠の関⼼が⾼いものとなっていることから、今後も�jk�./�

の広域拠点や神⽴・荒川沖の⽣活拠点の整備など、公共交通を軸としたまちづくりを�
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進め、市⺠の⽇常⽣活の利便性を⾼めることで、少⼦・超⾼齢社会にあっても持続可
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2

また、本市は、商⼯業を中⼼に発展を遂げており、⽣産年齢⼈⼝を呼び込むために
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て⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこん、花などの特産物や全国屈指
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まっていることから、東京圏に近接する地理的優位性との相乗効果により、⼟浦の新

たな魅⼒を創造することで、⽣活の場として「オンリーワン」の付加価値を創出し、

⼈⼝還流の強化に取り組むことが重要となりまAB2
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本市では、これまで、全ての市⺠が相互に⼈格と個性を尊重し合いながら、幸福な

⽣活を送ることができるよう、誰もがそれぞれの個性と能⼒を発揮できる男⼥共同参

 ¡|
�
の構築や異なる⽂化や価値観を互いに尊重し、認め合える多⽂化共⽣社会
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容⼒にあふれる社会の実現に向けた取組を推進してきました。2

2

今後も、市⺠や地域社会を取り巻く環境が変化する中で、地域社会を構成する⼀⼈

ひとりがお互いへの理解を深めるとともに、誰もが居場所と役割を持ち、⾃分らしく
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�� 国籍や⺠族などの異なる⼈々が、互いの⽂化的ちがいを認め合い、対等
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市⺠のニーズの多様化・⾼度化に対応するために、⾼

ª«]¢£G@NU	À�C4��XÚGÛÜ9Õ�

る全ての市⺠を対象として、中学校区ごとの地域にお

いて、⾏政、社会福祉協議会、保健・医療機関、福祉

サービス事業所等と地域住⺠が連携して、⽀援を⾏う
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ク」の更なる深化に向けた取組などを通じて、地域福

祉は、個⼈ではなく、地域社会全体で担うとともに、市⺠⼀⼈ひとりが関わっていく
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（６）効率的・効果的な⾏財政運営と広域連携の推進�
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には、限られた財源・⼈材を重点的に投資し、課題解決につなげていく効率的・効果

的な⾏財政運営は必要不可⽋となります。2

2

ここで、本市の財政状況は、近年、重点的・集中的に取り組んできた公共施設整備

に伴う維持管理費や公債費の増加のほか、増⼤を続ける社会保障関係費、⽼朽化した

公共施設等の改修・更新費⽤などの財政的課題に対応していく必要がある⼀⽅で、新

型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により市税の⼤幅な減少が⾒込まれ、予断を許さ
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したがって、今後は、⾏政コスト（⼈件費、資本
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不断の⾏財政改⾰を⾏うとともに、⼈⼝維持、HI
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な公共施設マネジメントの推進、⾏政デジタル化に

よる業務の効率化と市⺠サービスの向上など、地⽅公共団体の責務となる「最少の経

費で最⼤の効果を上げる」という原則の下、適正な⾏政運営を推進することで、持続
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⼀⽅で、鉄道や幹線道路といった県内外を結ぶ交通網、サイクリングルートなどの広
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今後、⼈⼝減少が進み、なおかつ、地域住⺠の⽣活⾏動圏が拡⼤する中で、市⺠の
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⾃治体とそれぞれの強みを⽣かした広域での連携による効率的なまちづくりを推進
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